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事故・事件 
 

ｐ.38：交通事故発生時の対応フロー 

ｐ.39：部活動時における事故防止 

ｐ.40：校内及び校舎入口等の日常防犯管理 

ｐ.41：学校に不審者が来た場合の対応フロー 

ｐ.42：本校特定で犯罪予告・不審物等があった場合の対応フロー 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



38 

 

◆交通事故発生時の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

電話等での聴き取り 

管理職へ報告 

連絡者を落ち着かせながら､下記の事項を聴き取る。 
聴き取り内容は､復唱しながら確認し､必ずメモを取る。 

聞き取り項目 
□生徒と相手方の被害程度 
□事故の発生場所､発生時刻 
□事故の状況(概要) 

 
□加害､被害の判別 
□救急車の手配状況､搬送先 
□110 番通報の有無 

保護者に連絡 
※学校待機の教職員 

 
・聞き取り内容項目 
・生徒の負傷状況 
・搬入先の病院名 
・持参物の確認 

現場急行 
 

※付添者､連絡者､現場対応者 

救急手配済で搬送未了の場合 
 

・付添者は救急車に同乗 
・同乗不可の場合､搬送先を確認 

救急搬送済 

 
・搬送先へ急行 
・負傷者等の容態把握 
・搬送先での情報を報告 

各対応 ※必ず複数の教職員で対応 

対策本部を設置 
 

・組織的対応の体制 

重大・深刻な場合 

 緊急事態発生 

事後対応 

 
・管理職とホーム担任中心に､速やかに生徒の見舞い 
・状況によりカウンセリングの実施 
・事故目撃生徒等には PTSD などの心のケア 
・状況に応じ､全校集会を開く 
・管理職は事故概要を関係機関に報告 

 

連絡者 
 

・学校への状況報告 
・現場の情報を基に以後の対応を判断 

 
現場対応者 

 
・警察の検証等に協力 
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◆部活動等における事故防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆部活動等における事故対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

環境の要因 
・生徒の動きが激しく接触する状況 
・器具の配置や整備不良 
・自然環境 

生徒の要因 
・体力､健康､精神状態が低下 
・ルールや約束事が守られない状況下 
・部員間の過度の指示 

顧問の要因 

・生徒状態を把握しないままでの指導 
・経験や技能の程度に適さない指導 

事故防止の手立て 
 
・生徒の健康観察と健康診断結果の把握 
・環境を見極めた無理のない活動計画 
・運動の特性をふまえた器具の配置と点検 
・生徒の健技能､体力に応じた適切な指導 
 

※指導者が活動の場に参加出来ない場合 
 
・他の部の指導者に監督を依頼 
・部員だけで安全に活動する練習内容を 

明確に指示 
・練習を中止するなど適切な処置をとる 

 緊急事態発生 

・直ちに活動中止 
・顧問は負傷の程度を確認 
・他の教職員への救援要請を部員に指示 

・安全な場所に移動､応急処置 

救護にきた他の教職員 
 

・救急車の出動要請(付添は顧問) 
・周囲の部員からの状況の聞き取り 
・救護 
・現場保存 
・状況を校長に報告 
任務の割り振りを行い迅速に対応 

安全確保 

 救急車を要請 

危険度により顧問の判断 

危機管理体制の確立 
(対策本部) 

校長は対策本部の設置 
 
・対策本部員を招集 
・対応を指示 
・関係機関との連絡対応は管理職 
・教育委員会に第一報 
・適宜状況を報告､助言を受ける 

記録者を決定 
※簡潔詳細に記録 

 
・事故発生時の状況 
・発生直後の対応 
・事故の経緯 

事後対応 
 

生徒の見舞い 
 

・校長､ホーム担任､顧問交代で対応 
・教頭は対策本部に残り情報収集 

 

保護者に連絡､説明 
対策本部※一人での対応は避ける 
 
・生徒の容態 
・事故の状況 
・搬送先 
・学校の対応 

※救援が複数来た場合 
必ず役割を分担する 

状況により対応が変化するので留意 
・顧問の不在や従事人数 
・平日か休日か 
・実施場所 
・顧問も負傷している場合  
※本校で試合等をする場合､他校の生徒の危機管理も必要 
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◆危険時等発生要領日常管理 

 
(１)校門及び校舎入り口の管理(３段階) 

 
①校門管理 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

②校門から校舎入り口校門入り口付近・駐車場・その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③校舎入り口の管理生徒用昇降口・来校者用入り口・その他校舎へ入れる場所 
 
 
 
 
 
 
(２)来校者の管理 
 
・来校者予定がある場合はグループウェアや職員昼礼で確認。 
・一般来校者は事務室で受付のうえ､来校者と分かる札を配布。 
・教職員は来校者とすれ違う場合は､積極的に挨拶を心がける。 
 
 
(３)校内の巡視 
 
・管理職や生徒部長や補導専任が主となり､全教員が協力して巡視を行う。 
・毎週木曜日実施している教員の校内清掃時にも併せて巡視を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

正門 北門・南門 西側門・南東門 

解錠時間 

7：00～22：30 

施錠時間 

22：30～守衛が施錠 

翌日 7：00 まで原則施錠 

 

・事務室への案内掲示 

・関係者以外立入禁止の表示 

北門・南門の解錠時間 

7：00～8：45 

15：30～18：00 

北門・南門の施錠時間 

8：45～15：30(全日制授業時) 

18：00～守衛が施錠 

翌日 7：00 まで原則､施錠 

原則､常時施錠 

※業者の搬入時のみ解錠 

 

正門 駐車場 その他 

・事務室への案内掲示 

 

・教職員挨拶運動実施(通常時) 

17：45～18：10 

・教職員挨拶運動実施(考査時) 

18：00～18：25 

・来校者用駐車場の明示 ・関係者以外立入禁止の表示 

 

本館入口 その他 

・事務室への案内掲示 

・事務室で来校受付 

・関係者以外立入禁止の表示 

・事務室への案内掲示 
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◆学校に不審者が来た場合の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

再び退去依頼 ※必ず複数名で対応 
 

・凶器類所持 
・退去説得 
・暴力的な言動の有無 
・不審者の隔離 

 

教職員が発見した場合 

退去     

・再侵入の可能性 

・その場で経過観察 

・管理職に報告     

不審者発見 
場所：①校門前 ②校門～校舎前 ③校舎入口～校舎

内 

見知らぬ人には声かけ 
 

・用件が答えられるか､正当なものか 
・不審物の所持の有無 
・不自然な行動や暴力的な態度か 
・職員に用事がある場合､氏名や所属が答えられるか 

 

退去依頼､説得※必ず複数名で対応 
 
・相手の態度に注意 
・丁寧に退去説得 
・相手との距離をとる 

正当な理由あり 

理由無し 

退去に応じない 

通報 ※校内放送で避難指示。 
 

・職員室へ連絡 
・警察へ通報 
・暴力行為阻止 
・生徒の避難 

避難後の安全確保と事後指導 
 

・点呼による安否確認 
・校門､校舎の入口を閉扉 
・避難先の入口を施錠 
・管理職は委員会へ事後報告 

再侵入 

生徒が発見した場合 

絶対に近づかない 
安全な教室等へ避難 

教職員へ連絡 

受付後校舎内へ 

校舎内に侵入した場合※生徒の安全確保が最優先 
 

・出口を背にして避難路確保 
・不審者と生徒の間に入る 
・防御方法は校内備品使用 
・生徒避難先は屋外グラウンド 

対応後 避難後 

退去に応じる 

教職員､現場へ 

応じない 
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◆本校特定で犯罪予告・不審物等があった場合の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

電話対応 

 

・相手に気付かれないよう周辺の教職員に合図 

・電話機のスピーカー機能を入れる 

・周辺教職員は録音機器で録音を開始 

・電話対応者､周辺教職員で必ず記録 

不審電話の入電 

電話対応者 
 

落ち着いて､以下の事項を詳しく聴き取る 

校内で不審物発見 

周辺立入禁止措置 
 

・付近から遠ざかる 
・応援要求 
・管理職へ報告依頼 

犯行予告等 
 

・予告理由､要求 
・動機等 

爆発物等について 
 

・いつ爆発するか 
・設置場所 
・形状､大きさ 等 
・動機 等 

相手の特徴 
 

・性別  
・年齢 
・声の特徴(方言) 
・周囲の環境音 

管理職へ報告､判断 

管理職 
 

教育委員会に一報 

生徒や教職員等に､以下の対応を指示 
 

※速やかに保護者に「すぐーる」で連絡 

管理職 
 

警察(110 番)通報 

危害予告・不審物発見時の校内避難場所 
 

第一候補：●●● 第二候補：〇〇〇 

生徒登校前 
 

・自宅待機 
 

生徒在校中 
 

・校内避難所へ避難 
・状況により下校 

生徒登下校中 
 

・登校中は帰宅 
・登校時は左に同じ 

事後対応 
 

• 校内安否確認 
• 登校判断､登校開始連絡 
• 保護者､報道機関対応(必要に応じて) 
• 心のケア 


